
　本特集を組ませていただくにあたり，私と超音波とのかかわりを振り返ってみました。その歴
史は比較的浅く，2010 年に第 35 回日本足の外科学会学術集会を開催させていただいた折，開会
式直後にシンポジウム「超音波の足の外科への応用」というセッションを組ませていただいたこと
に始まります。超音波機器の性能が飛躍的に良くなってきた時期であり，特に足は皮下組織が薄
く超音波診療の優位性を感じておりました。当時病院に掛け合ってもなかなか超音波装置を購入
していただけなかったので，教室の経費で整形外科外来に当時のハイエンドの超音波診断装置を
購入しました。スポーツ診療のみならず，リウマチ診療においても超音波検査が必須になってき
た時代と重なり，外来に置いていたこのエコーを，多くのグループが活用してくれました。特に
上肢班が積極的で，仲西康顕講師がまだ医員の頃に超音波ガイド下神経ブロックを駆使し，wide 
awake 麻酔を開発してくれました。手の腱移行術などでは全身麻酔が一般的でしたが，筋弛緩状
態では腱の緊張の度合いを決めるのが難しいという欠点がありました。Wide awake 麻酔は神経
の知覚枝だけをブロックし，運動枝は温存されるため，術中に患者さんに指を動かしていただき，
緊張の度合いを決めることができます。傷が開いた状態で手が動いている術中動画を見たときに
は大変驚いたことをよく覚えております。今では手と足の手術はほとんどが伝達麻酔で行ってお
ります。日本整形外科超音波学会は，1989 年に日本整形外科超音波研究会として産声をあげ，
2013 年には学会となりました。不肖私が代表幹事を務めさせていただいておりますが，2024 年に
は法人化する予定です。学会員も右肩上がりに増えており，これから益々楽しみな学会であると
感じております。この特集に興味をもたれた方々は，是非学会を覗いていただけましたら幸甚に
存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

（田中康仁）
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